
（別紙３）

～ R7年　3月　20日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ R7年　3月　20日

（対象者数） 5
（回答者数）

5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者との連携を強化し送迎の際に連携を行えるように

している

2

・異年齢同士で関われる時間を積極的に作れるように心が

ける

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後も安全面の強化を継続していきたい。

2

・通信や連絡アプリを通じて、保護者に周知を行って

いきたい

3

・活動室が2階にある事で階段をつかわないといけない。 ・職員と一緒に上り下りの歩行援助を行っている。雨天で

足元が悪い場合は放課後等デイサービスの活動室を活用

している。

・保護者に対して、緊急時や防犯マニュアルについての

周知が行き届いていない。

・年に2回、全職員・児童を対象に避難訓練を実施している

が保護者に実施している様子が届いていない

・放課後等デイサービスと屋内されているので異年齢との

関りが持てている

・成長段階に応じた活動を取り入れ（リトミック等）行って

いる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学齢に合わせたカリキュラムを職員間で考え毎月取り組ん

でいる

・成長段階に応じた活動を取り入れ（リトミック等）行って

いる

○事業所名 児童発達支援　子どもサポートセンターうるら小倉南

○保護者評価実施期間
R7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　4月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


